
ＪＦF：宮城県漁業公社、気仙沼遠征（金道 英雄） 
 
ＷＥＢで、気仙沼の漁船紹介を通して街興しをしている、ミニコミ誌「みなと便り」のページを発見

して、すぐに会員になった。同地を再訪（数年前の鮪船減船時に一度訪問）したい思いにかられた。 
当方は、船、漁業無線が好きなため、宮城県漁業公社と気仙沼港を無線、パソコンのコミュニティ

MIXI の仲間４人で行くことにいうことですぐに話がまとまり、Ｈ１８年、２／１１日、１２日に同地
を訪問した。今回は、ＪＦＦにスポットを当てて、紹介します。 
 
 
● JFF；宮城県漁業公社 
 当日は、車２台で東京から一路、石巻の JFFを目指した。天候は晴れ、時々曇りで高速もさほどの停
滞はなく、昼には石巻に到着し、ファミリーレストランで昼食となった。 
「この値段で、このメニューは東京ではない！ 」と言うことで、牛タン定食と、ホッキ飯どんぶりで、
味と値段に一同、納得した。 
 
 石巻港近くのＪFF では、玄関に局長の斉藤 昌雄氏が出迎えてくれた。早速２階の通信室に案内され、
その職場の広さ、立派な通信卓とその卓数の多さにビックリ！しつつも写真を撮りまくった。 
私が訪問した漁業無線局の中では一番の屋内面積である（たぶん日本一）。当日は、局長の他に若い職

員２名が通信に当たっており、無線談義に花が咲いた。 
 同局はＳ56 年 7 月開局（石巻、気仙沼、塩釜の局が統合）でいわゆる３点式（通信所／受信所／送
信所）のリモート局で、以前はマイクロ回線で送受信所と繋がっていたが、現在はＮＴＴ回線を使用し

ているとのことであった。 
設備は、日本無線（JRC）が施工したもので、リモート設備は鹿児島県漁業（JFX）、更新前の福島
県のいわき漁業（JFW）とほぼ同じものであった。 
開局当時が全盛期で、一時１０００局もあった加入船は、３００隻近くまで激減し、通信卓も 
使用していないものが、だいぶあった。 
私の故郷の函館漁業無線局は、加入船が１０隻たらずとなり、平成１７年３月には、閉局されて 
しまった。全国の漁業無線局は、ここ１０年でかなり統廃合がされ、見学しそこなった局がだいぶあり、

残念な思いであった。 
さて、ＪＦＦの職員は、全部で１５名とのこと。日本の遠洋漁業の縁の下の力持ちも、現下の厳しい

状況で、今後どのように局を維持していくかが、課題であるとのことであった。日々のログはパソコン

により記録されおり、これも漁業無線局の中では進歩している局ではと感心した。 
 
気仙沼に向かう、途中で牡鹿半島の山頂にある、送信所アンテンナを見に行ったが、雪のため近くま

ではいけなかった。眼下に海が広がる最高のロケーションであった。山中の木が豪雪のため、かなり本

数の枝が折れており、今年の大雪を実感した。 
全国の漁業無線局では、加入船、通信量が激減するなか、ＦＡＸ（無線）による漁業市況の発信、退

職ＯＢの活用、近辺の小さな局の夜間／休日の委託業務と、皆それなりにがんばって経営を維持してい



る。日本の漁業の安全を支えていた、無線局の経営が苦しいとは無線／漁業を愛する者として、まこと

にむなしいものがあるが、今後も遠洋と陸を繋ぐ道を確保していただきたいものである。 
 
 

ＪＦＦ：みやぎけんぎょぎょう  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
牡鹿半島 山頂の送信アンテナ（手前は送電線！） 
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ＳＳＢで各船へ 
通達を送信中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

左：斉藤 局長と、 
今回の見学した四人集 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
メインの電信通信室（このも右側にの大きな通信室がある） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              上記右隣の電話通信卓 
 


